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ブラインドサッカー®とは︖

ブラインドサッカー

２つの競技カテゴリー

「視覚障がい者サッカー」は「⾒え⽅」に応じて２つのカテゴリー ①ブラインドサッカーと
②ロービジョンフットサルがあります。ここでは主に「ブラインドサッカー」についてご紹介します。

全盲カテゴリ（B1）とされ、アイマスクを装着し、⾳のなるボールでプレー
するフットサルです。
• フィールドプレーヤーはアイマスクを着⽤し、視⼒上の公正をはかります。
• コートはフットサルとほぼ同じで、サイドライン上にはサイドフェンスが

設置されます。
• ボールは｢カシャカシャ｣という⾳がなり、フットサル4号球を利⽤します。
• フィールドプレーヤーは4名、ゴールキーパーが1名、くわえて、攻めるゴールの裏側にはガイドがいます。

ゴールキーパー、ガイド、監督は晴眼者が担います。
• 相⼿チームのプレーヤーとの認識をはかるため、相⼿プレーヤーに向かうときは「ボイ」という掛け声を

かけます。
• ⽇本国内では、フィールドプレーヤーは晴眼者でもアイマスクを装着し、プレーすることができます。 ⼀

⽅、国際競技⼤会では、医療上B1(全盲から光覚︓光を感じる程度の視⼒）と認定されたプレーヤーのみ
が出場できます。



Japan Blind Football Association
2

IBSA ブラインドサッカーワールドグランプリとは

【IBSA ブラインドサッカーワールドグランプリの歩み】
・2018年 第1回 WGP2018 (来場者数︓3,094⼈)
・2019年 第2回 WGP2019 (来場者数︓5,688⼈)
・2020年 第3回 WGP2020 コロナウイルス感染症拡⼤により中⽌
・2021年 第4回 Santen ブラサカグランプリ 2021 2021年5⽉28⽇~6⽉5⽇に品川区⽴天王洲公園で開催予定。

感染予防対策の観点から無観客試合、全試合⽣配信。

ブラインドサッカーの世界的な発展を⽬的とした、国際視覚障害者スポーツ連盟（IBSA）公認⼤会。

本 ⼤ 会 ロ ゴ

【⼤会概要】
1.⼤会名 Santen IBSA ブラインドサッカーワールドグランプリ 2021 in 品川
2.主催 International Blind Sports Federation（IBSA︓国際視覚障害者スポーツ連盟）

特定⾮営利活動法⼈⽇本ブラインドサッカー協会(JBFA)
3.特別共催 品川区
4.共催 公益財団法⼈⽇本障害者スポーツ協会パラリンピック委員会

東京都／⼀般社団法⼈インターナショナル・ブラインドフットボール・ファンデーション
5.タイトルスポンサー 参天製薬株式会社
6.後援(予定) 厚⽣労働省／スポーツ庁／公益財団法⼈⽇本サッカー協会／⼀般社団法⼈⽇本障がい者サッカー連盟／

公益社団法⼈東京都サッカー協会／公益社団法⼈東京都障害者スポーツ協会
朝⽇新聞社

7.⼤会期⽇ 2021年5⽉30⽇（⽇）〜6⽉5⽇（⼟）
8.会場 品川区⽴天王洲公園
9.観戦⽅法 無観客試合。動画・⾳声配信サービスを活⽤したリモート観戦
10.感染予防 徹底した観戦予防対策を講じた上で開催
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Santen ブラサカグランプリ 2021の意義
私たちがこれまで取り組んできた「混ざり合う社会」は、COVID19に

おいて逆⾵にさらされています。グローバルの視覚障がい者スポーツにお

いては、いまもなお、国際公式⼤会は１つも再開されていません。パラス

ポーツ⾃体の価値が相対的に低下しパラリンピックムーブメント⾃体が下

⽕になっていること、COVID19においてむしろ分断されやすい社会状況に

なったこと―⾃粛要請期、私たちのもっとも重要なステイクホルダーであ

る視覚障がい者が⽇常社会から分断されていたことも重要な⽰唆と⾔えま

す。

COVID19とそれがもたらす現社会状況が、私たちが⽬指すべき社会へのベ

クトル（⼒と⽅向づけ）を低減させてよい理由は⼀切ありません。

むしろ、このような状況がゆえに、「あり⽅」と「やり⽅」を現社会状況

に適応させ、⼀層「混ざり合う社会」を⽬がけていく必要性を訴え、みず

からアクションを起こしていくことこそ必要ではないでしょうか。

「競技会」は、スポーツの熱源です。競技会があるから選⼿の切磋琢磨が

ある。応援の声が⽣まれる。⼈の⼼を動かし、社会が動く。競技会がある

からこそ「混ざり合う社会」というビジョンに強く貢献できます。

障がい者サッカーは、障がい者にピッチでプレーする機会を提供するこ

とだけがミッションではありません。サッカーを通じて、障がいがあって

もなくても、⼀⼈ひとりの個性が尊重され、社会に活⼒を創造していくこ

とにつながります。コロナ禍で、障がい者が社会に取り残される⾯が多々

あるなか、本⼤会が、障がい者のみなさまに加え、多くのサッカーを愛す

るみなさまとともに、改めて共⽣社会を考え、推進する契機となるものと

なります。
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ブラインドサッカーは､

社会に勇気と繋がりを
与えてくれるスポーツである｡

「ここに居る皆さん全ての⼒を感じましたし、
僕らの背中を押してくれたと思います｡」

※2019年⼤会 グループリーグ スペイン戦後
ブラインドサッカー⽇本代表 川村選⼿のコメント
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⾒えなくても選⼿たちにとって
観客の存在は⼒になり
選⼿たちの活躍は

⾒るものすべてに勇気を与える｡

無観客の中でも
｢緊張感｣と｢興奮｣

｢⼀体感｣を作りだしたい｡

そして、多くの⽅に⾒て頂き
社会に｢勇気｣と｢繋がり｣を与えたい｡

「

」


